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     信仰の創始者であり完成者であるイエスから、目を離さないでいなさい 【へブル 12:2】     

2022 年 5 月 8 日（第 2 主日） 
インマヌエル王子キリスト教会 週報 №67-19(3375) 『信じる？信じない？』 (ヨハネの福音書 20 章 19-29 節) 2022.5.8. 

＜はじめに＞ 情報が満ちあふれている時代に私たちは生きています。見聞きするものの中から、
何が信頼できるものなのかを識別する力が一層重要な時代です。イエスの復活という信じ難い出
来事を巡って、弟子たちの中でも受け留めが分かれていました。 
Ⅰ 私たちは主を見た 
①イエスが来て(19-23) 

「その日」はイエスがよみがえられた当日です。弟子たちが戸に鍵をかけていたところに、
イエスが現れます。「平安があなたがたにあるように」(シャローム)は挨拶の言葉です。手
と脇腹を示されたのは、あの十字架にかけられたイエスであると分からせるためです。 

②決して信じません(24-25) 
イエスが現れたとき、トマスは不在でした。イエスに会った他の弟子たちが「私たちは主を
見た」と彼に伝えますが、彼は自分の目で見、自分の手で確かめない限り、決して信じな
い、と言い放ちます。むしろ安直に受け留めている者たちを責めるほどに厳密です。 

③見なさい 入れなさい(26-29) 
8 日前の状況が再現されたかのようなシーンです。今回はトマスも一緒にいたところにイエ
スが現れ、前段のトマスのことばに呼応した「…見なさい。…入れなさい」と促されます。ト
マスは「私の主、私の神よ」と答えます。彼はどうしてイエスだと認めたのでしょうか。 

Ⅱ 信じる(ない)理由 
①経験する 

トマスが他の弟子たちの「主を見た」との報告を真に受けなかったのは、その場に居合わ
せなかったからです。体験したか否かは、私たちの理解と納得に大きな影響を与えます。
しかし、私たちはすべてを自分で体験することはできません。 

②証言を聞く 
私たちが信じていることの多くは、自分以外の人の経験・証言によるものです。大多数が
同じことを言っているなら信じるでしょうか。トマスはどうでしたか。情報を届ける人が何者
であり、どれくらいその人を信用できるかによって、受け留めが変わります。 

③証拠で確かめる 
「主を見た」と証言する弟子たちに、トマスは目撃情報以上の証拠を求めます。証拠は経
験や証言を裏付け、保証しますが、それがないなら事実も消えるわけではありません。私
たちはこれらを組み合わせ積み上げて、真実を受け留めようとしています。 

Ⅲ 信じる者になりなさい 
①父がわたしを遣わされた(19,21,26) 

イエスは信じない弟子たちの許に現れ、ご自分を示されます。父なる神は、神を信じない
世にご自身を示すために御子イエスを遣わされました。イエスの教えとみわざは、神から
遣わされた者の証しでした。その目的は、神からの平安をもたらすためです。 

②聞いておられる方(25,27) 
トマスは 8 日前にイエスと会ってはいませんが、自分のことばを聞いておられた、と直感し
たでしょう。姿は見えなくても私の声を聞いておられ、それに答えてくださる方がいるでし
ょうか。そうであれば、その方は今も生きておられると証言するのは行き過ぎでしょうか。 

③残さず赦す(23) 
イエスはトマスを一人そのまま残されません。生きている者を死人扱いするのは、人格否
定です。その罪をイエスは責めないで、むしろ彼のために再び現れ、彼を信じる者にしよ
うと働き掛けられます。罪は神に赦される平安を伝えるために私たちも遣わされています。 

＜おわりに＞ 信じられるか否かを見極めるのが難しい局面ですが、信じることをあきらめてはなり
ません。主観的な経験や証言・証拠の奥にある、証人の人格、言葉と行いの真実さによって
見分けることができるのではないでしょうか。あなたにとってイエスは信頼できますか。(H.M.) 

 

週 報 

第二主日礼拝 
 

 前奏・黙祷 

 招 詞 詩篇 27 篇 4 節 （旧約 957） 

 賛 美 輝け 主の栄光 （教会福音 156） 

 交 読 詩篇 77 篇 1-12 節 （旧約 1012） 

 主 の祈 り・使徒信条  

 聖書朗読 ヨハネの福音書 20 章 19-29 節 (新約 228） 

 牧者公祷 (換気を行います) 

 説 教  『信じる？信じない？』 松井元始牧師 

 応答のとき  

 賛 美 ああ主の瞳 眼差しよ （教会福音 219） 

 頌 栄 父・子・聖霊の （教会福音 271） 

 祝 祷  

 後奏・黙祷  

*          *          * 

 報 告  

 

【献金は週報に添付の封筒を用いて、入口の献金かごにお入れください】 
 
 〈司会〉 〈奏楽〉 〈受付〉 〈聖書朗読〉 〈感謝祈祷〉 

【第 1 部】 松井師 牧子師      

【第 2 部】 松井師 牧子師    

配信をご覧になれない方には CD を後日お届けできます。お申し出ください。 

【第一部】 午前 9:00-10:00 

【第二部】 午前 11:00-12:00 

(第二部は YouTube 同時配信) 


